
研究集会 「宋元史料研究の現況」報告

2009年12月5日 の 午後 、仙 台 の 東北 大学 文学 部棟611教 室 をお 借 り して 、研 究 集 会 「宋

元 史料 研 究 の現 況 」 を開催 した。 当 口の研 究 撮告の 要 旨は 次 の とお り。

1劉 暁(中 国社会科学院)元 代大道教史補 注一以北京地 区三通碑文為中心

※後 口本誌 に論 文として掲 載のr定 なので、要旨は省略

2櫻 井 智美(明 治大学)『 天一閣明州碑林集録』と元末の慶元路

『天 一閣明州碑林集録』(章国慶編{{{-t1、1海llゴ籍出版 制二、2008.4)を 近年出版 された石

刻,彗の 一例 として とりあげ、その特徴か らイ1刻関連 史料の出ll友動llllを探 った。 元代のイ1

刻については、新 出史料がn点(17種 中)あ り、新川 史料 の紹介 として価値 が高い。碑

亭内での保存現況や碑 刻の剥落状態 を明示す る点な どは、近年 の石刻録 文集 と しては画

期的な ものであ り高 く評価できる反ll{i、各碑 文につ け られた 「簡叙」は簡略で、かつ 先

行資料提示につ いて網羅性 を欠き、それは中国の伝統的 な金イ借 の様式に近い と感 じら

れた。

碑刻の内容について検 討を進め ると、元の中期か ら後期 にか けての地域社会の様相に

ついて、い くつか指摘できるt}iが出て くる。 方国珍治 ドの慶元路について有川な新出碑

が2点 あ り、 方国珍統治を賞 賛す る内容か ら、地域社会の安定 を希求す る撰 者の意図が

読み取れ る。 また、元の中期か ら後期にか けての碑 刻が多数現存 してお り、現存す る碑

刻の割合は相対的にかな り高い と考え られ る、,文集所収の元末資料 とあわせ て内容 を検

討すれば、当地の{=人 たちがそれぞれ決 まった学校 に帰属 している様rが 見られ 、学校

がf人 社会の形成に 一定の役割 を果た していた ことが うかがわれ る。元末の碑刻中に彼

らの名前が漏 らさず 列挙 され る傾 向については、碑 刻に名前を残す ことが 自身の 、1五場 に

とって意味のあることだった状況 を表 していよ う、、

3渡 辺健哉(東 北大学)日 本におけるモンゴル時代史研究黎明期の史料蒐集一内藤湖南

の活動を中心に一

本 報告では、 『京都 大学人文科学研 究所漢籍 目録』(京 都 大学人 文科学研 究所 、1980

年)「 内藤 文庫」に掲 げられ ている 「1典 幾谷 ノレ1誼世延等奉勅輯 清 文廷式輯 紗

本」に注 日し、 この 井物が内藤湖南(1866-19134)の 手元に渡 る経緯 の解明を軸 に、内

藤湖南に よるモ ンゴル時代 史史料の蒐集について検討 を加 えた。これ までの研 究によっ

て、内藤 がr満 蒙」史料のづ吝掘 に努め、清代の満州 ・モ ンゴル 史料に注 目していたこ と

は度 々指摘 されて きた,)し か しなが ら、元代 史料の蒐集についての指摘 は まと主った形
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ではなされ てきていない。本報告では、その点 を明 らかにす ることを通 じ、併せて従来

の内藤湖 南研究の問題点 も指摘 した。

具体的には、内藤 と文廷式(1856-1904)と の交流の諸相、及び 『元朝秘史』 『経 世

大典』 『人元聖政国朝典 章』 とい う、モ ンゴル時代史を研究す る上で格別 に電要な史料

の入 手経緯 について、 『内藤湖南全集』未収録 の資料 も利川 しなが ら、それぞれ検 討を

ノ川えた。

4森 田 憲司(奈 良大学)墓 誌は四角い 一『新 中国出土墓誌 ・上海』から

一般的に墓誌 といえば
、真四角 とい うイメー ジがある。 拓本の法量を記載す る 『東洋

文庫所蔵 中国拓本 目録』を見て も、縦長は少 ない。これに対 し 『新 中国出f墓 誌L海 ・

天津』の 上海部分では、北宋2つ は横 長であるのに対 して、南宋はすべて縦長である。

最近森 田が取 りあげた臨海 出」:の墓誌の場 合 も、この傾 向は変わ らない。

分類 ・命 名 とい う視点か ら考えると、「墓誌」とい う命名 はか な り広 い範囲で使 われて

お り、原 石では墓誌 と称 していない もの も少 な くない。 こ うした 「縦 長の墓誌」には、

「塘誌」、 「L記」 とい う原題が付 されてい るものが少な くなく、 これ らを墓誌 と同 じに

扱 っていいのか とい うことを考える必 要がある。縦横の比だ けでな く、「納諸塘」、「納諸

幽」な どの表現の存在や 「填諦」 の存在、執筆者のほ とん どが葬i三であるな どの共通点

が、 これ らの 「墓誌」には見出 され、それ らをその類型基準 とす ることができよ う。

また、その多くが南宋～元の江南の ものであ り、出現時期や 出 ヒ地域について もかな

り特徴がある。ただ し、『新中国川土墓誌 ・重慶』の場合 もそのほ とん どが縦長だが、上

記の要素 とは合わず 、よ り細 かい 単位 での地域差 とい う問題 も考 えねばならない。

近 世江南の墓誌については、拓影を収 めた資料集 が少な く、情報がt分 ではない こと

もあ り、 口本の石刻研究での関心 も低 いが、今後新 出十史料 を取 り込みなが ら、その対

象 となっている社会階層 の問題 も含めて検討をすす めてい くことを考えている。

5舩 田 善之(九 州大学)金 元代石刻研究と現地調査

近年,石 刻 史料を活川 した金元代 史研 究が盛んである。しば しば 言われているよ うに、

'IX刻史料の魅 力は、新 出や新紹介の史料が少な くない点やそれ らが往 々に して典籍史料

に残 っていない記述を含む点な どにある。'll然の ことなが ら、石刻 史料を利川す るにあ

たって、録 文よ りも現物であ る原 石、ない し準現物 である拓本に基づ くことが求め られ

る,,

この よ うな趨勢のF、 また、各種条件の好転 によ り、 日本の研究者が石刻 史料の現地

調査 を実施す るよ うになっている。現地 調査の意義 としては、まず録 文 ・拓本では知 り

得 ない情報の獲得が挙 げられ る。 また、移動 ・摩耗 ・散逸の危険 に直面 してい る石刻 史

料の原状 ・現状を記録す ることも喫緊の課題である。

本報告では、報ff者 が これ までの現地調ILを 通 じて培 って きた経験や 知見を踏 まえ、
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金 元代 イ1刻研 究 と現 ⊥也調 査 に 求 め られ る視f{i・ 姿 勢 と今 後 の展 望 を述 べ た。 これ らは 、

報f}_lt1が現地 調 査を 開 始 した 当初 にお け るllた る 目的 、す な わ ち原 イ1に基づ い た従 前 の

録 文の修IE-_や刻 文に 関す る情 報(文 字 の 大小 ・庁=俸や 字 配 りな どの レイ ア ウ トな ど)人

手 とは別 次 元の新 しい 視 角 で あ る,,第 ・に 、 張 柔墓に現 存 す る=通 の 石 刻、 至 元f四 年

「大元 故藥 国 張 公神 道 碑銘 」 と大徳 四年 「イf元故 中 イま大 夫河 南 江北 等 処行lll書 省 参 知政

事張 公神 道 碑 銘,f・序 」を ・桝列と して 、百刻 の 大小や 構 造 、さ らに は 墓域 を総 合的 に 分析 ・

検 討す る必 要性 を提 起 した。第=に 、塩 池 神廟qmlし1省 運城 市)・ 永楽 宮(山 西省lh1城 県)・

駝 山 昊天宮(山 東省t:ll州市)な どを1}1:例に 、jr観 祠 廟 に お け る イ1刻の配 置が 、IR修 の過

程 や 建築 フ ラ ン、 さ らには そ の戦 略 と意図 を解1リ1する材 料 とな る 可能性 を提 示 した,,ま

た 、 イ1材再利 川 の 借]題につ い て も、㌃及 し、 この=つ の視 角 が そ の 考察 に 有効 で あ る こ と

をi三張 した、、

6松 川 節(大 谷 大学)再 発 見 され た『勅 賜 興 元 閣碑 』の新 断 片

モ ン ゴル帝1日の 首都 カラ コル ム の地 に16世 紀 に 建 、1五され た エル デ ニ ゾmjf院 は 、モ ン

ゴル 国 に現 存 す る最llrの 仏教 ぴ院 で あ り、2004年 にユ ネ ス コの 世界 文化 遺 産 に も登録 さ

れ た,、2009年9月 、現 地 にお け る調 査 に よ って 、1346年 に カ ラ コル ムで 建碑 され た漢 文 ・

モ ン ゴル 文に よ る 「勅賜 興 元 閣碑IJ)一 断 片 が 新た に 発現 した,,

今1・1、確 認 され た 断 片 は、今 か らお よそ100年 前 、1912年 に ポー ラ ン ドの学 者 コ トヴ

ィチ がエ ル デ ニ ゾー の外 壁 の 西 門近 くに 造 られ た 仏塔 の根 元に あ る と報告 だ け して いた

もの で あ る。2009年9月gfl、li本 ・モ ン ゴルjU司 学術 調査1隊が現 地 で仏塔 の根 元を探

索 した結 果 、 コ トヴ ィチ の指 摘 どお り、碑 百のモ ン ゴル 豪〔面が 露 川 してい る こ とを確認

した、,碑 石は エ ルデ ニ ゾー 博物館 員 に よ って取 り外 され 、収 蔵 庫 に保 管 され た,

碑 イ1は縦`tllセ ンチ 、横30セ ンチ 、厚 さ40セ ンチ で 、漢 文l/{1は計7T1-3文 字 、モ ン

ゴル 文面 は ウイ グル式 モ ン ゴル 文字 でkか れ 、全部で13行 。断 片的 な が ら もqmg61/geU

gume-yinger「U・1廷 元閣 芋閣!ベ ー)、busu(iikertolli1γaγulundda(1ukemen「 他 人 を

い か に解脱 させ る こ とが で きる か とlIっ て … 」 とい った 仏 教 的内 容 が 見 られ る,、

以1の 撮告終r後 、研 づピ代 表 音の村 岡 倫(龍 谷 大学)が 、 総括 コ メ ン トをお こな い 、

出席 者か らの質 疑 な ど もあっ て 、盛 況 裏に 会 は終rし た。 主た 、 会の 当 口午 前お よび

翌 日には 、 本科 研 メ ンバー に よ る、f1北 大学 付 属 図 、1ト館 所 蔵 史料 、 と くに常盤 大定 旧

蔵 拓 本 な どの 調 査 もお こなわ れ た,、¥1/日 、 ご参加 、 ご協 力 いた だ い た 東北 大学 を は じ

め とす る関係 者(ノ)皆様1こお 礼 申 しiげ た.い/,

(文 責 ・森01憲 司)
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